
2018 年 4 月 8 日 

呪われたいちじくの木と空疎な礼拝 
マルコの福音書 11:11～25     

1. 実がありそうでなかったいちじくの木    

(1) 主の点検  「すべてを見て回られ」   everything 

(2) いちじくの木 

 葉が茂っている＝実がなっているはず 

 春の小さな実 → 夏の収穫 

 春に実がない → 夏の収穫もない 

 見せかけ 

 イスラエル国家の象徴 

 歓呼の出迎え → 数日後には「十字架につけろ」 

 パリサイ人、律法学者 → イエスを殺そうとしていた  
(3) いちじくの木と私たち 

 知識、名誉、財産、美貌、健康 ＝ 葉を茂らせても 

 実 ＝ 人間としての本来の生き方 

     

2. 礼拝ではなく金儲けの場になっていた神殿 

(1) 儲けのしくみ 
 両替手数料 

 いけにえの動物を高額で買わせる 

(2) イエスの怒り 

  両替人の台をひっくり返す 

  宮の境内を通って物を運ぶことを許さない ［近道］ 
(3) いちじくの木との共通点 

  見かけは立派、中身はなし 

  宗教による金儲け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 山が海の中に（不可能が可能に） 

(1) いちじく、この山（エルサレム） ［神を信じるための障害］ 

 先祖伝来の宗教、村八分、・・・ 

(2) 神を信頼する ［神にできないことはない］ 

 A.D.70 年 エルサレム陥落、神殿崩壊 

 キリスト教がローマ帝国の国教に。 今や世界の三分の一が「クリスチャン」 

(3) 赦す ［祈りが聞かれる条件］ 

 赦す力も神から  「神を信じなさい」 ＝ 「神により頼みなさい」 

 

  

ウェストミンスター小教理問答 （1647） 

第一問 人の生きるおもな目的は何か？ 

答え  神の栄光をあらわし、永遠に神を喜ぶことである。 

 

人間の向かう目的とはなんですか。 

人間はなにを目指して生きているんですか？ 

ほかの下等な動物（人類の分類上での）のように 

子孫繁栄なんですか？ 

ではなぜ理性が備わっているんですか？ 

（中略）倫理を勉強していて、考え出したら止まらなく 

なってしまいました。ちょっと訳の分からない質問で 

すが、よろしくお願いします。m(_ _)m 

           Yahoo 知恵袋 2013/3/15 

ミカ 7:1～３ ああ、なんと悲しいことだ。私は夏の果

物を集める者のよう、ぶどうの取り残しの実を取り入れ

る時のようになった。食べられる房は一つもなく、私の

好きな初なりのいちじくの実もない。敬虔な者はこの

地から消え失せ、人々の間に、心の直ぐな者は一人

もいない。みな血を流そうと待ち伏せし、互いに網をか

け合って捕らえようとする。彼らの手は悪事を働くのに

巧みで、役人もさばき人も賄賂を求める。有力者は

自分の欲するままを語り、こうして事をねじ曲げてい

る。 

マルコ１１：２４ （山浦玄嗣訳） 

だからお前たちに言っておく。お前たちは、神さまがこの自分に何をさせたくていなさるのか是非 

教えてくださりませと、心からそうお願いしているなら 、それは何だって（中略）必ずその通りになって、

神さまの御心を悟ることができるのだ。 
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11 こうして、イエスはエルサレムに着き、宮に入られた。 
そして、すべてを見て回った後、時間ももうおそかったので、 
十二弟子といっしょにベタニヤに出て行かれた。 

12 翌日、彼らがベタニヤを出たとき、イエスは空腹を覚えられた。 
13 葉の茂ったいちじくの木が遠くに見えたので、 

それに何かありはしないかと見に行かれたが、そこに来ると、 
葉のほかは何もないのに気づかれた。 
いちじくのなる季節ではなかったからである。 

14 イエスは、その木に向かって言われた。 
「今後、いつまでも、だれもおまえの実を食べることのないように。」 
弟子たちはこれを聞いていた。 

15 それから、彼らはエルサレムに着いた。 
イエスは宮に入り、宮の中で売り買いしている人々を追い出し始め、 
両替人の台や、鳩を売る者たちの腰掛けを倒し、 

16 また宮を通り抜けて器具を運ぶことをだれにもお許しにならなかった。 
17 そして、彼らに教えて言われた。 

「『わたしの家は、すべての民の祈りの家と呼ばれる』 
と書いてあるではありませんか。 
それなのに、あなたがたはそれを強盗の巣にしたのです。」 

18 祭司⾧、律法学者たちは聞いて、 
どのようにしてイエスを殺そうかと相談した。 
イエスを恐れたからであった。 
なぜなら、群衆がみなイエスの教えに驚嘆していたからである。 

19 夕方になると、イエスとその弟子たちは、いつも都から外に出た。 
20 朝早く、通りがかりに見ると、いちじくの木が根まで枯れていた。 
21 ペテロは思い出して、イエスに言った。 

「先生。ご覧なさい。あなたののろわれたいちじくの木が枯れました。」 
22 イエスは答えて言われた。「神を信じなさい。 
23 まことに、あなたがたに告げます。 

だれでも、この山に向かって、『動いて、海に入れ』と言って、 
心の中で疑わず、ただ、自分の言ったとおりになると信じるなら、 
そのとおりになります。 

24 だからあなたがたに言うのです。 
祈って求めるものは何でも、すでに受けたと信じなさい。 
そうすれば、そのとおりになります。 

25 また立って祈っているとき、だれかに対して恨み事があったら、 
赦してやりなさい。そうすれば、天におられるあなたがたの父も、 
あなたがたの罪を赦してくださいます。」 


